


回復期リハビリテーション病棟とは

脳血管疾患や骨折、肺炎や術後の廃用症候群により、身体機能障害
を有する方に対して、日常生活動作能力の向上を図り、在宅復帰、

社会復帰、寝たきり予防を目指す病棟です。

医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、栄
養士、ソーシャルワーカーなどの専門職が蜜に連携して、病棟運営

を行います。

対象者

脳血管疾患や骨折などの急性期加療後、肺炎や術後の廃用症候群に
より、機能障害を有してはいるが、集中的にリハビリを行えば、日

常生活動作能力の向上が見込める方が対象となります。

（一覧表参照）

チーム医療の提供

医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、栄
養士、ソーシャルワーカーなど各分野の専門職がリハビリテーショ
ンチームとして、日常生活動作の改善、QOL（生活の質）向上とい
う共通の目的に向かって、切れ目のないチーム医療を提供します。

対象疾患

回復期リハビリテーション病棟のご案内

 

対象疾患 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術
後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、多発性
硬化症、腕神経叢損傷（わんしんけいそうそんしょう）等の発
症後もしくは手術後、または義肢装着訓練を要する状態

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷およ
び頭部外傷を含む多部位外傷の場合

180日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、または2 
肢以上の多発骨折の発症後、または手術後の状態

90日

外科手術または肺炎などの治療時の安静により廃用症候群を有
しており、手術後または発症後の状態

90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経、筋または靭
帯損傷後の状態

60日

股関節または膝関節の置換術後の状態 90日



入院時評価

カンファレンス

家屋評価 試験外泊

入院から退院までの流れ

医師の診察とリハビリテーションの説明を行います。

リハビリ担当者による病室訪問と機能評価を行い、その後、医師、

看護師、リハビリ担当者等で情報共有し、効率の良い入院生活が送
れるように支援していきます。

リハビリテーションチームで進捗状況を共有し、問題点に対する対
策を検討し、今後の方針や退院時期などを決定していきます。

在宅での生活をより豊かにするために、リハビリ担当者がご自宅に
訪問し、実際の生活場面で動作を確認し、家屋改修の提案や環境に

合わせた訓練を取り入れ、試験外泊を行っていきます。

入院時評価

リハビリ開始

カンファレンス

家屋評価 試験外泊

退院時カンファレンス

退院

退院時カンファレンス

リハビリテーションチームに加え、ケアマネジャーや介護保険施設
スタッフと連携をとり、退院後の支援として当法人の強みでもある

豊富な医療・介護・福祉サービスを最大限に活かして調節していき

ます。

退院（医療・介護・福祉サービスの充実）

退院後の生活に不安が残らないよう支援させていただきます。

 



九十九里ホームの各施設では在宅系サービスが充実しており、病院・各施設間の連携のもと住み慣れた地域、ご自宅での生活を支援することが出来ます。

外来リハビリや訪問リハビリ、デイケアでの継続したリハビリの支援、デイサービス、ショートステイ、ホームヘルプなどの生活支援を提供し、皆様の

安心した生活、QOL（生活の質）の向上を支援しております。

九十九里ホームサービスネットワーク 医療・介護・福祉サービス
医療・介護・福祉サービスの充実

訪問系サービス
・訪問看護ステーション（訪問リハ）
・ヘルパーステーション
・第二松丘園ケアサポート

デイサービス
・第二松丘園
・瑞穂園
・山田デイサービスセンター
・九十九里ホームデイサービスセンター
・ケアサロン悠々
・飯高デイサービスセンター
・聖マーガレットホーム

デイケア（通所リハ）
・ミス・ヘンテ記念ケアセンター
・日向の里

ショートステイ
・ミス・ヘンテ記念ケアセンター
・日向の里
・山田特別養護老人ホーム
・松丘園 ・第二松丘園
・シオン ・聖マーガレットホーム

サービス付き
高齢者住宅

・聖アンナ館

九十九里ホーム病院
回復期リハ 退院

 

グループホーム
・第二松丘園

外来リハビリテーション
理学療法・作業療法・言語聴覚

急性期病院


